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特別企画
名 寄 市病 誌 　21：2～13,2013
佐古和廣先生　全業績
平成15年4月か ら10年間の長 きにわた り院長 を務 めていただいた佐 古和廣先生が、平成25年3月31日をもっ
て勇退 なされ ま した。
本稿 では、佐古先生の ご経歴 と全業績、及び3月19日に行われた 「佐古和廣院長 を送 る会」の しお りに記載
され た佐古先生のお礼の言葉をご紹介致 します。
ご経歴
1975年3月　 北海道大学医学部医学科卒業
1975年4月　 北海道大学付属病院脳神経外科
1976年10月　小樽市立第2病院脳神経外科
1977年10月　北海道大学附属病院脳神経外科
1978年4月
1981年9月
1983年9月
1992年6月
1993年4月
1994年4月
1998年4月
2003年4月
2013年4月
資格
受賞歴
業績目録
旭川医科大学脳神経外科助手
カナダ、マックギル大学付属
モン トリオール神経研究所　研究員
旭川医科大学脳神経外科助手
名寄市立総合病院脳神経外科医長
名寄市立総合病院診療部長
旭川医科大学脳神経外科講師
名寄市立総合病院副院長
名寄市立総合病院院長
名寄東病院院長
名寄市立大学特任教授
1975年6月
1984年8月
1991年9月
2004年3月
医師免許取得
脳神経外科専門医
医学博士学位
日本脳卒中学会専門医
1992年　財団法人北海道脳疾患研究所
優秀論文賞
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佐古和廣先生　退職お礼の言葉
　平成4年6月、脳神経 外科医長 として赴任 、4年
間旭川 医大 に戻 り、平成10年4月か ら副院長 とし
て5年間、平成15年4月か ら院長 と して10年間、計17
年間大変お世話にな りま した。
　院長 として の10年間は、医師名義貸 し問題 、新
医師臨床研修制度な どによ り大学医局 の地方への
医師派遣体制が崩壊 し、7対1新看護基準導入に よ
り地方病院 の看護 師不足 、また小泉 内閣の社 会補
償費1兆1千億 円削減 によ り、診療報酬 は4期8年間
連続マイナ ス改定な ど、非常に厳 しい 医療環境 で
した。当院も例外ではなく、診療科の休診など激
動の渦に巻き込まれながらも何とか徐々に診療体
制の確立 ・発展が図られま した。これもひとえに
職員をはじめとする多 くの皆様のご協力のお陰 と
感謝申し上げます。
　4月からは名寄東病院で少 し責任の軽い立場で
これからも名寄市、上川北部の医療 ・介護に関わ
ることにな りましたので、今まで同様皆様のご支
援をよろしくお願いいた します。
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